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　本論文は以上のような経緯によりご投稿いただいた論考であるが、本誌が学術雑誌であ
るという性格上、無論規定通りの査読、編集手順を経て掲載に至っているということをま
ずは明確にしておきたい。そのことを踏まえた上で、本論文掲載の学術的な意義は次のよ
うな諸点にあると考えている。
　第一に、本論文は従来日本ではほぼ知られることがなかった、朝鮮における歴史研究の
近年の動向・関心と成果をレビューしたものであること、言い換えれば、朝鮮の学術界・
研究事情や状況、学問世界の主張の一端を日本に紹介することができるという意義である。
周知のように、日本と朝鮮の間には未だ国交がなく、その上政治外交的には現在深刻な葛
藤が生じており、その間の交流はほぼ途絶状態にある。したがって、学術交流はおろか朝
鮮におけるあらゆる学術界の動向も日本では把握できていないものと思われる。尤も、朝
鮮の研究者が執筆した論文を継続的に掲載している日本の雑誌もある。環日本海経済研究
所（ERINA）が発行している『ERINA REPORT』である。ERINA では、「北朝鮮の国際社
会参加を想定し、そのために必要な知的基盤の整備に関わる事業の充実」を掲げ ２、環日
本海地域の経済分野研究の向上に孤軍奮闘されている。その意味で本誌は後続の途を進ん
でいるわけだが、本論文の掲載を行うことで、依然として朝鮮における研究状況が不可視
であるという日本のいびつな状況の打開と、朝鮮の学術界の動向・研究関心が知りたいと
いう読者の要望に対して僅かばかりではあるが資することができるものと考えている。
　第二に、日本の学術雑誌への論文の投稿、掲載、掲載後の読者の反響などの一連の過程
を通じて、朝鮮の研究者・研究機関に日本の様々な研究上の作法が伝播するものと期待さ
れる。それはお互い様であるとすれば、双方の学術的な「文化」の情報が共有されていく
という意義があるのではないか。実際に、このたびの投稿の依頼にあたっては、歴史研究
の「レビュー」（研究動向）を要望したが、朝鮮では日本で想定されるようなレビューを
執筆する研究上の「風土」は皆無らしく、その意図するところを理解してもらい執筆を
行ってもらうまでに多くの説明を要した。また、このたびは歴史分野のレビューであり、
問題とはならなかったが、社会科学院における研究は総じて分野研究が中心で、各国研究
のような地域研究は主流でないということであった。仮に、投稿依頼に際して地域研究の
論考を要望していたら、投稿が滞っていたかもしれない。ただ、社会科学院では現在、諸
外国との学術交流を展開する上での課題として分野研究から地域研究への転換が提起され
２　「ERINA 中期計画＜2014-2018＞」ERINA（公益財団法人 環日本海経済研究所）http://www.
erina.or.jp/wp-content/uploads/2014/09/plan14-18.pdf（2017年1月17日アクセス）。なお、ERINA の
三村光弘先生には、先達としての様々なご教示とご助言をいただいている。この場を借りて改め
て謝意を表したい。
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朝鮮社会科学院研究者の論文投稿の経緯と掲載に寄せて
ており、この流れは概ね既定路線であるという。本論文の掲載を契機に、朝鮮からさらに
多くの「北東アジア地域に関する研究またはその研究を進めるにあたって有意義」（本誌
投稿規程）な論考が投稿されることを期待したい。
　本論文は以上述べてきたように、機関間交流のたまものであるとともに、いくつかの学
術的意義を有する論考であると筆者は考えるが、加えて他の掲載論文と同様に、厳格な査
読にパスし掲載に至った読み応えのある力作でもある。無論、本論文で表明されている見
解は執筆者個人の見解であり、掲載誌の発行機関（NEAR センター）や特定の研究員の見
解を代表するものでないことは言うまでもない。本論文に対して学術的かつ生産的な論争
が巻き起こることを期待している。
（FUKUHARA  Yuji）

